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長時間の時間外労働縮減対策の実施について 

 

 奈良市では、長時間の時間外労働縮減対策として、臨時職員の雇用を実施い

たします。 

 

１．目 的 雇用対策としてのワークシェアリングの新規導入 

      長時間勤務職員の仕事と生活の調和のワークライフバランスの実現 

      時間外勤務手当の節減による経費節減 

 

２．実施に至る経緯について 

  事務の多様化や複雑化、後期高齢者医療制度などの制度改革、定額給付金

事業、子育て応援特別手当などの新規事業による事務量の増大の影響や職員

数がこの４年間で２０５名削減したことなどが影響したと考えられ、時間外

勤務総時間数や月８０時間以上の時間外勤務をする職員が急増してきている。 

 

３．時間外勤務時間数の伸び率について 

   平成１９年度 ２８１，７５４時間 

   平成２０年度 ３２０、３１８時間  １３．７％増 

   平成２１年度  ６４，８１７時間   ４．９％増（前年同月比較） 

  時間外勤務数が、特に平成２０年度より急激な伸びをみせている。 

 

月８０時間以上時間外勤務者数（延べ人数） 

平成１９年度 ２１８名 

   平成２０年度 ２６０名 １９．２％増 

   平成２１年度 １６３名 ９１．８％増（前年同月比較） 

  今年度の増加要因として、選挙事務や市民税のシステム変更などがあります。 

 

   職員数 

平成１７年度 ３，３５４人 

   平成１８年度 ３，３１６人 △３８人減 

   平成１９年度 ３，２７２人 △４４人減 

   平成２０年度 ３，２０８人 △６４人減 

   平成２１年度 ３，１４９人 △５９人減  計 ２０５人減 

 

平成２１年７月定例記者会見 報道資料



４．臨時職員の公募方法について 

  別紙の「臨時職員の随時登録のお知らせ」により、市のホームページで７

月１日から登録を受け付けております。７月９日現在で４０名の登録者があ

ります。 

   男性 １２名  平均年齢 ３８歳 

   女性 ２８名  平均年齢 ３９歳   

 時間外勤務対策による臨時職員雇用以外の臨時職員雇用にも活用いたします。 

 

５．今日現在で配属を希望している所属について 

  ７月９日現在で、市民税課など５課から延べ１８人月の依頼書が提出され

ている。それ以外にも５課が配属できるのかどうかを検討している。 

 

６．臨時職員配属による効果等について 

  延べ１８人月の配属により、２ヶ月間で２０６７時間の時間外勤務が縮減

できる予定です。これにより３３０万円経費削減されます。 


